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５. 平成31年３月期第２四半期（累計）及び通期業績予想数値の修正 
 
(1)第２四半期（累計）（平成30年４月１日～平成30年９月30日） 

 

 
売上高 営業利益 経常利益 

当四半期 
純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 
前回発表予想（Ａ）

百万円

2,000
百万円

△20
百万円

△19
百万円 

△12 
円 銭

△3.52

今回修正予想（Ｂ） 1,831 △157 △154 △115 △33.69

増減額（Ｂ－Ａ） △169 △137 △135 △103 ―

増減率（％） △8.5 ― ― ― ―

(ご参考)前期第２四半期

（累計）実績 

(平成30年３月期第２四半期) 

2,007 △143 △143 △102 △30.17

(注)当社は子会社がありませんので、連結財務諸表は作成しておりません。 
 

(2)通期（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 
 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり
当期純利益

 
前回発表予想（Ａ）

百万円

4,700
百万円

110
百万円

119
百万円 

83 
円 銭

24.31

今回修正予想（Ｂ） 4,531 △27 △16 △27 △12.64

増減額（Ｂ－Ａ） △169 △137 △135 △110 ―

増減率（％） △3.6 ― ― ― ―

(ご参考)前期通期実績

(平成30年３月期) 
3,773 △112 △104 △141 △41.51

(注)当社は子会社がありませんので、連結財務諸表は作成しておりません。 
 

(3)修正の理由 
平成31年３月期の売上高につきましては気泡コンクリート工事において今後遅れていた公

共工事の発注が増加すると見込んでおりますが、工期や当社の施工体制を考慮した結果売上
高は前回予想より減少し4,531百万円となる見込みであります。また前述「４．今後の見通し」
のとおり、当社取引先が民事再生手続開始の申立てを行い、再生手続の開始が決定されたこ
とにより、当該債権の貸倒が見込まれる金額を販売費及び一般管理費に貸倒引当金を繰入る
予定のため、前回予想を下回る見込みであります。 

 
(注)上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

りますが、実際の業績は、様々な要因により記載の予想数値とは異なる場合があります
ことをご承知おき下さい。 
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